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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２００～１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥ；
　５０～５００ｐｐｍのビタミンＣ；
　０．１％～０．７％のＥＰＡ；
　１％～３％の総ｎ-３脂肪酸；
　３％～５％の総ｎ-６脂肪酸；
　２．５％～５％のリノール酸；
　２４００ｐｐｍ～７５００ｐｐｍのコリン；及び
　０．１％～０．５％のＤＨＡを含んでなる、ネコ科動物の抗原に対する免疫応答を強化
させるためのペット食品組成物。
【請求項２】
　０．２％～０．４％のＤＨＡを含んでなる、請求項１の組成物。
【請求項３】
　１００ｐｐｍ～５００ｐｐｍのカルニチンを含んでなる、請求項１又は２の組成物。
【請求項４】
　０．１％～０．６％のＥＰＡを含んでなる、請求項１～３のいずれか１項の組成物。
【請求項５】
　５０ｐｐｍ～２００ｐｐｍのマンガンを含んでなる、請求項１～４のいずれか１項の組
成物。
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【請求項６】
　０．５％～１．６％のメチオニンを含んでなる、請求項１～５のいずれか１項の組成物
。
【請求項７】
　０～９０重量％の炭水化物；
　５～７０重量％のタンパク質；
　２～５０重量％の脂肪；
　０．１～２０重量％の総食物繊維；
　０～１５重量％のビタミン、ミネラル、及びアミノ酸を、動物の栄養必要量を支える多
様な百分率においてさらに含んでなる、請求項１～６のいずれか１項の組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項のペット食品組成物をネコ科動物へ、または該ネコ科動物
が子宮内にいる間に該ネコ科動物の母猫へ投与することを含んでなる、該ネコ科動物の抗
原に対する免疫応答を強化する方法。
【請求項９】
　ネコ科動物が仔猫である、請求項８の方法。
【請求項１０】
　ネコ科動物が、請求項１～７のいずれか１項の組成物を妊娠の間に給餌した母猫（a qu
een）より産まれたものである、請求項８又は９の方法。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれか１項の組成物を妊娠前に母猫へ給餌する、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　請求項１～７のいずれか１項の組成物を離乳前に仔猫へ給餌する、請求項９～１１のい
ずれか１項の方法。
【請求項１３】
　請求項１～７のいずれか１項の組成物からなる組成物を離乳後に仔猫へ給餌する、請求
項９～１２のいずれか１項の方法。
【請求項１４】
　免疫応答が体液性免疫応答である、請求項８～１３のいずれか１項の方法。
【請求項１５】
　免疫応答が体液性獲得免疫応答である、請求項８～１４のいずれか１項の方法。
【請求項１６】
　体液性獲得免疫応答に、抗原に対する抗体の産生及び放出が含まれる、請求項１５の方
法。
【請求項１７】
　抗原がワクチンにおいて提示される、請求項８～１６のいずれか１項の方法。
【請求項１８】
　ワクチンが、ネコ汎白血球減少症、ネコヘルペスウイルス１型、ネコカリシウイルス、
ネコ白血病ウイルス、狂犬病、クラミジア症、ネコ伝染性腹膜炎、気管支敗血症菌感染、
皮膚糸状菌症、及びジアルジア症からなる群より選択される、請求項１７の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願への相互参照
　本出願は、その内容が参照により本明細書に組み込まれる、米国仮特許出願番号６０／
８９１，１７１（２００７年２月２２日出願）に対する優先権を主張する。
【０００２】
　[0001]　本発明は、哺乳動物の免疫系を強化するための組成物及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
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　[0002]　市販のペットフード（例、キャットフード）には、多くの異なる栄養必要量へ
対処するように特に製剤化された組成物が含まれる。これらには、例えば、異なる品種タ
イプ、サイズ、及び身体状態のために設計された製剤が含まれる。それらには、動物の生
活環の異なる段階におけるその栄養必要量に対処するように設計された製剤も含まれる。
しかしながら、そのようなペットフード製剤の利用可能性にもかかわらず、動物の健康の
他の側面に対処するための製剤及び方法を開発すべきニーズがある。
【０００４】
　[0003]　ペットは、病原体に絶えず曝露されている。これらの病原体へ応答し損なうと
、慢性病と死をもたらす場合がある。病原体への応答は、十分な免疫応答を妨げる、動物
の食餌によって阻害される場合がある。従って、病原体によるチャレンジに対する動物の
免疫応答を強化するための組成物及び方法が必要とされている。
【０００５】
　[0004]　ネコにおける多くの感染症の発症率は、ワクチンの使用により大いに低下して
きた。ワクチンは、特別な疾患に対して予防接種されたネコでもその疾患に対して免疫化
されないことがあるので、１００％有効であるわけではない。従って、ワクチンの効力を
高めて、抗原でチャレンジされるときにネコ科動物の免疫応答を強化するための組成物及
び方法を開発するニーズがある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0005]　ある側面において、本発明は、抗原でチャレンジされるときに動物の免疫系又
は免疫応答を強化するのに有用である組成物に関する。
　[0006]　本発明には、
　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥ；
　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣ；
　約０．１％～約０．９％のＥＰＡ；及び
　約０．１％～約０．５％のＤＨＡを含んでなる、動物において免疫機能を強化するのに
有用なペット食品組成物、「組成物１．０」が含まれる。
【０００７】
　[0007]　本発明には、以下の組成物も含まれる：
　「組成物１．１」　約０．１％～約０．５％のＤＨＡ、例えば、約０．２％～約０．４
％、例えば、約０．２％、約０．３％、又は約０．４％のＤＨＡを含んでなる「組成物１
．０」；
　「組成物１．２」　約２００～約１２００ＩＵ／ｋｇのビタミンＥ、例えば、約５００
ＩＵ／ｋｇ～約１１００ＩＵ／ｋｇ、約７００、約８００、約９００、又は約１０００Ｉ
Ｕ／ｋｇのビタミンＥを含んでなる「組成物１．０」又は「組成物１．１」；
　「組成物１．３」　約５０～約５００ｐｐｍのビタミンＣ、例えば、約１００～約４０
０ｐｐｍのビタミンＣ、例えば、約１５０、約１７５、約２００、又は約２２５ｐｐｍの
ビタミンＣを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．２」のいずれかの組成物；
　「組成物１．４」　約１００ｐｐｍ～約５００ｐｐｍのカルニチン、例えば、約２００
、約３００、又は約４００ｐｐｍのカルニチンを含んでなる、「組成物１．０」～「組成
物１．３」のいずれかの組成物；
　「組成物１．５」　約２．５ｇ／１０００ｋｃａｌ～約７ｇ／１０００ｋｃａｌのリジ
ンを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．４」のいずれかの組成物；
　「組成物１．６」　約２４００ｐｐｍ～約７５００ｐｐｍのコリン、例えば、約３００
０、約４０００、約４５００、約４６００、約４６２５、約４６５０、約４７００、約５
０００、又は約６０００ｐｐｍのコリンを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．
５」のいずれかの組成物；
　「組成物１．７」　約０．１％～約０．６％のＥＰＡ、例えば、約０．２％、約０．３
％、約０．４％、又は約０．５％のＥＰＡを含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１
．６」のいずれかの組成物；
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　「組成物１．８」　約５０ｐｐｍ～約２００ｐｐｍのマンガンを含んでなる、「組成物
１．０」～「組成物１．７」のいずれかの組成物；
　「組成物１．９」　約０．５％～約１．６％のメチオニン、例えば、０．８％～約１．
６％のメチオニン、例えば、約１．３又は約１．４％のメチオニンを含んでなる、「組成
物１．０」～「組成物１．８」のいずれかの組成物。
【０００８】
　「組成物１．１０」　以下をさらに含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．９」
のいずれかの組成物：
　０～約９０重量％の炭水化物；
　約５～約７０重量％のタンパク質；
　約２～約５０重量％の脂肪；
　約０．１～約２０重量％の総食物繊維；
　０～約１５重量％、好ましくは約２～約８重量％のビタミン、ミネラルと、動物の栄養
必要量を支える多様な百分率における他の栄養素。
【０００９】
　「組成物１．１１」　約５～約５５重量％の炭水化物を含んでなる、「組成物１．１０
」；
　「組成物１．１２」　約２０～約６０重量％のタンパク質、例えば、約３０～約５５重
量％のタンパク質を含んでなる、「組成物１．１０」又は「組成物１．１１」；
　「組成物１．１３」　約５～約４０重量％の脂肪、例えば、少なくとも約８％又は約９
％～約４０％の脂肪を含んでなる、「組成物１．１０」～「組成物１．１２」のいずれか
１つの組成物；
　「組成物１．１４」　約１～約１１重量％の総食物繊維を含んでなる、「組成物１．１
０」～「組成物１．１３」のいずれか１つの組成物；
　「組成物１．１５」　約１０００～約４０００ｐｐｍのタウリンを含んでなる、「組成
物１．０」～「組成物１．１４」のいずれかの組成物；
　「組成物１．１６」　約０．５％～約６．０％のリノール酸、例えば、約２．５％～約
５％のリノール酸を含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．１５」のいずれかの組
成物；
　「組成物１．１７」　約１％～約３％の総ｎ－３脂肪酸、例えば、約１．３％、約１．
４％、約１．５％、又は約１．６％の総ｎ－３脂肪酸を含んでなる、「組成物１．０」～
「組成物１．１６」のいずれかの組成物；
　「組成物１．１８」　約１％～約６％の総ｎ－６脂肪酸、例えば、約３％～約５％、約
３．５％、又は約４％の総ｎ－６脂肪酸を含んでなる、「組成物１．０」～「組成物１．
１７」のいずれかの組成物。
【００１０】
　[0008]　本発明の組成物は、湿潤（ウェット）、乾燥（ドライ）、又は半乾燥（セミド
ライ）食品であってよい。
　[0009]　本発明には、「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つをネコ科
動物へ投与することを含んでなる、該ネコ科動物の神経系の発達を強化する方法、「方法
２．０」が含まれる。
【００１１】
　[0010]　本発明には、以下の方法も含まれる：
　「方法２．１」　ネコ科動物が仔猫である、「方法２．０」の方法。
　「方法２．２」　ネコ科動物が、「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１
つを妊娠期に給餌した母猫（a queen）より産まれたものである、「方法２．０」又は「
方法２．１」の方法。
【００１２】
　「方法２．３」　ネコ科動物が子宮内にいる、「方法２．２」の方法。
　「方法２．４」　「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つを妊娠前に母
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猫へ給餌する、「方法２．２」の方法。
【００１３】
　「方法２．５」　「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つを妊娠期間の
大部分の間母猫へ給餌する、「方法２．２」又は「方法２．４」の方法。
　「方法２．６」　「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つより本質的に
なる組成物を妊娠の前とその間に母猫へ給餌する、「方法２．２」～「方法２．５」のい
ずれか１つの方法。
【００１４】
　「方法２．７」　「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つを離乳前に、
例えば、まだ哺育の間に仔猫へ給餌する、「方法２．０」～「方法２．６」のいずれか１
つの方法。
【００１５】
　「方法２．８」　「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つを離乳後に仔
猫へ給餌する、「方法２．０」～「方法２．７」のいずれか１つの方法。
　「方法２．９」　「組成物１．０」～「組成物１．１８」のいずれか１つからなる食品
組成物を仔猫へ給餌する、「方法２．８」の方法。
【００１６】
　「方法２．１０」　組成物の有効量を動物へ投与する、「方法２．０」～「方法２．９
」のいずれか１つの方法。
　「方法２．１１」　組成物を有効期間動物へ投与する、「方法２．０」～「方法２．１
０」のいずれか１つの方法。
【００１７】
　本発明の他の特徴及び利点は、以下に続く実施例の詳細な説明を参考にして理解されよ
う。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0011]　本明細書に記載の発明は、それらが多様であり得るので、記載される特別な方
法論、プロトコール、及び試薬に限定されないと考慮される。また、本明細書に使用する
用語は、特別な態様について記載する目的だけのものであり、本発明の範囲を制限するこ
とを決して企図しないと理解されたい。
【００１９】
　[0012]　他に定義しなければ、本明細書に使用するすべての技術及び科学用語は、本発
明が属する技術分野の当業者が通常理解するのと同じ意味を有する。さらに、本明細書に
引用されるすべての参考文献は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。本開示
における定義と引用文献のそれとの間に抵触がある場合は、本開示が標準となる。
【００２０】
　[0013]　本明細書において、そして付帯の特許請求項において使用するように、単数形
の「ａ」、「ａｎ」（不定冠詞）及び「ｔｈｅ」（定冠詞）には、文脈が明らかに他に指
示しなければ、複数の指示（reference）が含まれる。
【００２１】
　[0014]　本発明は、あらゆる動物、好ましくは哺乳動物、より好ましくは、伴侶動物に
関する。用語「伴侶動物」は、ヒトと密接に関連して生きるあらゆる動物を意味して、限
定されないが、あらゆる品種のイヌ科動物及びネコ科動物が含まれる。しかしながら、本
明細書では、その食餌がヒトによって管理され得るあらゆる動物が本明細書に開示される
製剤を給餌されることより利益を得る可能性があると考慮される。これらの動物には、例
えば、家畜化された酪農動物（例、ウシ、ウマ、ブタ、等）、並びに捕獲状態にある（例
えば、動物園、等において）非家畜化動物を含めてよい。好ましくは、動物は、ネコ科動
物、仔猫又は成猫のいずれかである。
【００２２】
　[0015]　本明細書に使用するように、特別な結果を達成するのに「有効な量」又は「有
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効量」、等の用語は、特に所望される生物学的結果を達成するのに有効であり得る、本明
細書に記載するような化合物、材料、又は組成物の量を意味する。本明細書に考慮される
ように、そのような結果には、例えば、子宮内で発育している間、及び／又は誕生後のそ
の成長段階の間（例えば、生後６ヶ月、９ヶ月、１２ヶ月、又は１５ヶ月まで）のいずれ
かでの動物の神経系の発達、骨及び関節の健康、免疫機能の強化、及び／又は健全な身体
組成の向上が含まれる。そのように有効な活性は、例えば、動物が子宮内にいるか又は哺
育されている間は、本発明の組成物の前記動物の母獣への投与によって、並びに、その成
長期の間は動物への直接投与によって達成してよい。
【００２３】
　[0016]　本明細書に使用するように、本明細書に記載されるような成長期の動物におけ
る特別な生体プロセス又は身体状態の「強化」は、成長期の動物の生体プロセス又は身体
状態における、対照動物と比較した改善を意味する。そのようなプロセス又は状態の改善
は、当業者により決定され得る。免疫機能は、予防接種へ応答した抗体力価を検定して、
対照動物と比較することによって動物において決定してよく、ここでは、対照に比較した
抗体力価の増加が獲得免疫機能の強化の指標となる。
【００２４】
　[0017]　本明細書に使用するように、「成長期の動物の発育の強化」又は「強化された
成長」、等の用語は、本明細書に記載の生体プロセスが限定されずに含まれる、生物の成
長及び発育に不可欠な生体プロセスが限定されずに含まれる、成長期の動物の１以上の生
体プロセス及び／又は身体状態における全般的な改善、例えば、骨及び関節の健康、神経
系及び免疫系の発達、及び体重増加（例えば、脂肪組織の代わりに除脂肪体重が増えるこ
と）を意味する。
【００２５】
　[0018]　動物の「成長」生活期（ライフステージ）は、誕生又は離乳（ほぼ８週齢）～
約１歳の期間を意味する。
　[0019]　本明細書に使用するように、用語「仔猫」は、典型的には誕生と１２ヶ月の間
の年齢の未熟なネコ科動物を意味する。
【００２６】
　[0020]　本明細書に使用するような「必須アミノ酸」は、生物によってデノボ（de nov
o）合成し得ないので、食餌に供給しなければならないアミノ酸を意味する。当業者には
、生物の代謝に依存して、必須アミノ酸が種ごとに異なると理解されている。例えば、イ
ヌ及びネコ（及びヒト）の必須アミノ酸は、フェニルアラニン、ロイシン、メチオニン、
リジン、イソロイシン、バリン、スレオニン、トリプトファン、ヒスチジン、及びアルギ
ニンであると一般に理解されている。さらに、タウリン（技術的にはアミノ酸ではないが
、システインの誘導体）は、ネコの必須物であるとみなされている。バランスのとれた食
餌は、すべての必須アミノ酸を提供することができるが、より不可欠であるいくつかの必
須アミノ酸がある。そのうちの１つが欠乏した食餌では、たとえ他の必須アミノ酸が十分
な量で存在していても、他の必須アミノ酸の有用性を制限するからである。
【００２７】
　[0021]　当業者により理解されるように、「制限アミノ酸」は、食餌に不十分な量で存
在するならば、たとえ他の必須アミノ酸が他のやり方で十分に多い量で存在していても、
他の必須アミノ酸の有用性の制限をもたらすアミノ酸を意味する。リジンは、本明細書に
開示する組成物において、制限必須アミノ酸である。従って、残りの必須アミノ酸は、所
望の生物学的結果に影響を及ぼすのに重要であると決定されるリジンの量に関連して定量
的に製剤化されるか又は「バランスをとる」。本明細書に使用するように、「バランスの
とれたアミノ酸」は、最適な動物の成長及び発育を確保するためのエネルギーに対する必
須アミノ酸、リジンの関係に関連する。
【００２８】
　[0022]　本明細書に使用する「必須栄養素」は、身体によって合成し得ない、正常な身
体機能に必要とされる栄養素を意味する。必須栄養素のカテゴリーには、ビタミン、食餌
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ミネラル、脂肪酸、及びアミノ酸が含まれる。当業者には、必須とみなされる栄養素が生
物の代謝に依存して、種ごとに異なると理解されている。例えば、イヌ及びネコの必須栄
養素には、ビタミンＡ、Ｄ、Ｅ、Ｋ、Ｂ１、Ｂ６、Ｂ１２、リボフラビン、ナイアシン、
パントテン酸、葉酸、カルシウム、リン、マグネシウム、ナトリウム、カリウム、コリン
、鉄、銅、亜鉛、マンガン、セレン、及びヨウ素が含まれる。コリンは、一般的にはＢ複
合ビタミンとみなされるので、準必須栄養素に含めてよい。
【００２９】
　[0023]　Ｌ－カルニチン（レボカルニチン）としても知られるカルニチンは、アミノ酸
のリジン及びメチオニンより合成される四級アンモニウム化合物であり、脂肪酸の細胞質
からミトコンドリアへの輸送に責任がある。
【００３０】
　[0024]　哺乳動物やネコ科動物のような様々な動物の免疫応答は、当該技術分野でよく
知られている。一般に、免疫応答は、例えば、病原体や腫瘍細胞を確認して殺傷すること
によって疾患に対して防御する、生物体内の機序である。免疫応答は、様々な応答の種類
、例えば、体液性又は細胞性の応答、そして自然応答と獲得応答へ分類することができる
。従って、免疫応答は、体液性自然応答、細胞性自然応答、体液性獲得応答、及び細胞性
獲得応答、並びにこれらの組合せであり得る。これらの応答は、動物が例えば病原体でチ
ャレンジされるときに同時に起こり得ることがよく知られている。例えば、体液性自然免
疫応答の補体カスケードでは、細胞性獲得免疫の基礎となるＴ細胞とＢ細胞が動員される
場合があり、そして獲得免疫系によって補体が動員される場合もある。
【００３１】
　[0025]　あらゆる理論や特別な作用機序に制限されずに言えば、本発明は、動物の食餌
が抗原（例、病原体又はワクチン）に対する動物の免疫応答を強化することができるとい
う驚くべき発見に基づく。ペット食品組成物に対するある種の成分の添加とこれら組成物
の動物への投与によって、成長期の動物の免疫系を強化することができる。さらに、ペッ
ト食品組成物に対するある種の成分の添加とこれら組成物の妊娠期の母獣への投与によっ
て、その子孫の免疫系を強化することができる。
【００３２】
　[0026]　本発明は、ネコ科動物の免疫応答を病原体やワクチンが含まれる様々な抗原に
対して強化又は増強し得ることを考慮する。ネコ汎白血球減少症、ネコヘルペスウイルス
１型、ネコカリシウイルス、ネコ白血病ウイルス、狂犬病、クラミジア症、ネコ伝染性腹
膜炎、気管支敗血症菌感染、皮膚糸状菌症、ジアルジア症、等が含まれる、様々な疾患又
は状態に対してネコ科動物を予防接種してよい。従って、本発明は、強化された体液性獲
得免疫（例えば、本発明の方法を含んでなる病原体に対する）を確立して、その病原体へ
のワクチンで病原体に対して動物を免疫化することの改善された方法を考慮する。動物に
おいて強化された免疫機能は、抗原チャレンジ時に対照動物より大きな抗体又は細胞性応
答を示す免疫応答として特徴づけることができる。
【００３３】
　[0027]　本明細書に考慮されるように、本発明の組成物は、栄養的に完全でバランスの
取れた動物飼育用組成物を含む。そのような組成物には、他の栄養素及び成分の中でも、
健康推奨量のタンパク質、炭水化物、及び脂肪が含まれる。「栄養的に完全でバランスの
取れた動物飼育用組成物」、並びに動物飼育用組成物に適した栄養素及び成分とその推奨
量は、当業者に馴染みのものである（例えば、National Research Council, 2006（2006
年度全米科学アカデミー）、「Nutritional Requirements for Dogs and Cats（イヌ及び
ネコの栄養必要量）」ナショナル・アカデミー・プレス、ワシントンＤ．Ｃ．又は Assoc
iation of American Feed Control Officials 社の公報、「Nutritional Requirements f
or Dogs and Cats 2006（イヌ及びネコの栄養必要量、２００６年度版）」を参照のこと
）。
【００３４】
　[0028]　本明細書において、本明細書に開示する組成物はまた、抗酸化剤、添加剤、安
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含んでよいと考慮される。「抗酸化剤」は、フリーラジカルと反応するか、又はその産生
を減少させてそれらを中和することが可能である物質を意味する。例には、限定されない
が、β－カロテン、セレン、コエンザイムＱ１０（ユビキノン）、ルテイン、トコトリエ
ノール、大豆イソフラボン、Ｓ－アデノシルメチオニン、グルタチオン、タウリン、Ｎ－
アセチルシステイン、ビタミンＥ、ビタミンＤ、ビタミンＣ、フラボノイド、アントシア
ニンジン、及びリポ酸が含まれる。
【００３５】
　[0029]　あらゆる稠度（consistency）又は水分含量の食品が考慮されるが、好ましく
は、本発明の組成物は、例えば、湿潤、半乾燥、又は乾燥の動物食品組成物であってよい
。「湿潤」食品は、缶又はホイルバッグ入りで販売される食品を意味し、約７０～約９０
％の水分含量を有する。「乾燥」食品は、約５～約１５％の水分含量の組成物を意味し、
小片又はキブルの形態でしばしば製造される。半乾燥組成物は、約１５％～約７０％の水
分を有する組成物を意味する。本明細書においてまた考慮されるのは、中間的な含水稠度
（moisture consistency）の組成物と、様々な稠度の成分、並びに１より多い稠度が含ま
れ得る成分を含んでよい組成物、例えば、軟らかで噛みごたえのある肉様の粒子、並びに
、例えば、米国特許第６，５１７，８７７号に記載されるような、外側のシリアル成分と
内側のクリーム成分を有するキブルである。
【００３６】
　[0030]　以下の実施例は、本発明をさらに例示して、本発明を制限することを企図しな
い。全体を通して使用するように、範囲は、その範囲内にある個々の数値を記載するため
の簡略表記として使用する。範囲内のどの数値も、その範囲の末端として選択してよい。
製剤について記載するとき、それらは、当該技術分野で一般的であるように、その成分に
関して記載してよいが、これらの成分は、実際の製剤において、それが作製、保存、及び
使用されるときに互いと反応する場合があり、そのような産物も記載の製剤に含まれると
企図されると理解される。
【００３７】
　[0031]　以下の実施例は、本発明の範囲内にある例示の態様をさらに記載して明示する
。この実施例は、単に例示の目的のために示すのであって、多くのバリエーションが本発
明の精神及び範囲より逸脱することなく可能であるので、本発明を制限するものと解釈し
てはならない。当業者には、本明細書に示して記載されるものに加えて、本発明の様々な
修飾物が明らかなはずであり、それらは、付帯の特許請求項の範囲内にあると企図される
。
【実施例】
【００３８】
　実施例１
　[0032]　成長期の動物の発育を強化するための製剤を本明細書において以下に開示する
。これらの組成物は、「理想のタンパク質コンセプト」（Baker and Czarnecki-Maulden,
 1991 Annu. Rev. Nutr. 11: 239-63）を考慮に容れて開発されている。
【００３９】
　[0033]　「成長」生活期のための食品を開発する。これらの食品には、イヌ科動物の成
長とネコ科動物の成長のための製剤が含まれる。これらの食品のための最低栄養推奨量、
並びに試作食品用の目標値を以下の表１に収載する。
【００４０】
　表１：仔猫用製剤の主要栄養素
【００４１】
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【表１】

【００４２】
　実施例２
　[0034]　試験には、４種の食品：実験製剤Ｘ、市販品Ａ、市販品Ａ１、及び市販品Ｂを
使用する。この食品の組成を表２に提示する。市販品Ａ、Ａ１、及びＢの食品は、市販の
供給源より入手可能である。市販品Ａ及びＡ１は、同じブランドの食品であるが、異なる
ロットで生産されている。
【００４３】
　表２：母猫及び仔猫へ給餌する食品の栄養素分析
【００４４】

【表２】

【００４５】
　[0035]　１９匹の母猫に製剤Ｘ又は市販品Ａを妊娠前の少なくとも２週間給餌する。母
猫は、触診により妊娠を確定するまで群れ施設（group lodging）で維持してから、母獣
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まれ、製剤Ｘを給餌した母猫からは１６匹の仔猫が産まれる。仔猫の誕生に続き、その母
猫由来の仔猫は、離乳するまで同じ食品で飼育する。
【００４６】
　[0036]　離乳に続き、市販品Ａを給餌した母猫から産まれた３２匹の仔猫を以下のよう
に分けた：１６匹の仔猫に市販品Ａ１を給餌し；１６匹の仔猫に市販品Ｂを給餌する。離
乳に続き、製剤Ｘを給餌した母猫から産まれた１６匹の仔猫は、製剤Ｘで維持する。
【００４７】
　[0037]　４８匹の仔猫を狂犬病に対して予防接種して、抗狂犬病抗体力価を予防接種前
と予防接種後１、２、４、８、及び１６週で定量した。
　[0038]　結果を表３に提示する。製剤Ｘを給餌した母猫に由来して、製剤Ｘでの給餌を
続けた仔猫は、狂犬病予防接種に対する増加した抗体力価によって測定されるように、有
意に改善された免疫応答を有する。仔猫の抗体力価は、製剤Ｘを母獣へ妊娠及び授乳の間
に給餌して、仔猫へ離乳後の成長の間給餌するとき、有意に増加する。
【００４８】
　表３－狂犬病予防接種に応答した仔猫の平均抗体力価
【００４９】
【表３】
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